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研究成果の概要（和文）：台湾のオーストロネシア系の先住民族である原住民族の分類の歴史的過程を、日本統治期に
収集された学術資料（言語資料、民族誌、博物館資料）の整理と再評価によって明らかにし、それらの分類体系の根拠
となった事象（言語体系、社会組織、物質文化等の諸要素）が今日の民族の分類と再編に与える影響を現地調査にもと
づき探究した。彼らの言語、社会組織、物質文化は統治期間中に総督府の役人や研究者によって克明に調査された。こ
れらは第二次世界大戦後の新たな民族分類に限定的に採用された。現在、進行している民族の再編は採用されなかった
分類の調査で得られた資料にもとづく場合も多く、日本統治時代の学術資料の重要性が再確認された。

研究成果の概要（英文）：We studied academic records including linguistic, ethnographic and museum objects 
which were collected during Japanese colonial period in Taiwan, and investigated the historical process of
 classifying ethnic groups of Taiwan indigenous peoples. We also inspected how language system, social rel
ationship and material cultures of them might give the effects to the classification and reconstruction of
 ethnic groups in Taiwan at the present. Their languages, social system and material cultures had been stu
died by the officer of the colonial government or scholars. Their result was partly used when indigenous p
eoples were classified into new groups after WWII. Some indigenous groups complain the existing classifica
tion and try to reconstruct the different populations. They ask academic records during the Japanese colon
ial periods for a basis of the ethnicity and the importance of academic records increases.  
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１．研究開始当初の背景 
 台湾には人口の大多数を占める漢族系住
民のほかに、全体の約２％弱をオーストロネ
シア系諸民族が占めている。彼らは現在、台
湾原住民族という公的な総称を与えられて
おり、社会的には台湾の先住民族として認知
されている。一方で、言語、社会組織、慣習、
物質文化、歴史経験、そしてそれらにもとづ
くエスニシティのありかた等によって複数
の民族集団に分かれている。こうした分類の
作業や民族集団の定義は、歴史的に施政者や
研究者が行ってきた。現在の民族構成は日本
統治期になされた分類がもとになっている。
一方で、1980 年代以降、台湾の民主化が進む
中で、当事者自らが分類の作業に関わるよう
な状況が生じ、民族集団の再編が進んできた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では計画している研究期間内に次
の３つの課題に取り組むことを目的とした。 
（１）日本統治期における分類体系が形成さ
れた歴史的経緯を明らかにする。 
（２）それらの分類体系を構築する根拠とな
った事象（言語体系、社会組織、物質文化等
の諸要素）を、日本統治期に収集された学術
資料（言語資料、民族誌、博物館資料）の整
理と再評価によって明らかにする。 
（３）従来の主要な分類の下位に位置づけら
れてきた集団が独立した集団として分類、再
編されていく過程と、彼らの周囲の他者集団
による認識の様相を現地調査によって明ら
かにする。 
 以上の調査、研究結果をもって、民族の分
類という営為が、先住民族自身、先住民族を
とりまく社会、分類を主体的に行ってきた施
政者や研究者、すなわち、学術、制度、当事
者の三者の関係を台湾における先住民民族
族を具体的な事例として探究し、相互作用も
含めた民族分類の本質を明らかにすること
を課題の最終的な到達点とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、台湾で現在、進められている
原住民族の認定の根拠とされている言語、歴
史経験、社会組織、物質文化、土地所有概念
等の諸問題について、具体的な事例や地域を
対象とする現地調査を行い、日本統治期の学
術資料に対する現地の認識状況に関する基
礎的なデータを収集する。次にデータの基本
情報ならびに分析結果を、本研究課題の参加
者、現地の行政関係者や研究者、当事者であ
る原住民族の人々と共有するためのワーク
ショップを２年目と４年目に現地で実施も
しくは参画する。２年目のワークショップは
抽出された問題点や課題を、次年度以降の調
査にフィードバックさせる位置づけとする。
４年目のワークショップは総括的に位置づ
け民族分類と再編に関わる人類学的なモデ
ルを相互議論から引き出す。 
 

４．研究成果 
 本課題研究を実施して得られた研究成果
は（１）日本統治時代初期における台湾原住
民族の民族分類の作業過程とその結果の行
政ならびに学術界への影響が明らかとなっ
た。（２）日本統治時代に記録、収集されて
きた各種の資料が今日の民族アイデンティ
ティに関わっていく動態が明らかとなった。 
 （１）は研究分担者である笠原、森口、松
岡が中心となって取り組んだ。 
 日本統治時代初期には統治体制の基盤整
備をすすめるために、台湾における現情把握
が断続的に行なわれていった。とりわけ、原
住民族居住地域においては、蕃務本署調査課
（1910）ならびに、本来は漢族系住民を対象
にしてきた臨時台湾旧慣調査会に設けられ
た蕃族科が中心となり、台湾各地での本格的
な調査に着手した。それまでに清朝統治期の
分類を参照しながらおおまかな民族分類が
行われてはいたが、従前の調査は日本統治政
府が独自で行った、それまでひとくくりにさ
れていた大きな民族集団の内部の分類も含
めた詳細なレベルのものであった。しかしな
がら、これらの結果は後に統治政府が採用し
た民族集団ならびにその下位分類とは必ず
しも一致しないことが歴史史料の比較を通
して明らかとなった。これは、施政者側が実
施した調査を施政者自身が利用しなかった、
もしくは利用できなかったことを示してい
る。すなわち、施政の実践においては詳細な
民族分類は必要とされていなかったことが
考えられ、これは植民地における先住民政策
の実態を批判的に検討する重要な知見とと
らえることができる（笠原論文２、８、９、
図書３）。すなわち、住民不在の先住民政策
の実施が可能性としてうかびあがってくる。
実際に行われた施政の一つである戸口調査
では調査簿に「種族欄」という民族集団の所
属を記載する部分が設けられたにも関わら
ず、原住民族の人たちは「生蕃」というひと
くくりのかたちで扱われ続けていたことが
指摘されている（松岡図書６）。一方で、こ
うした詳細な調査結果が学術界に与えた影
響は少なからずあり、当時の原住民族研究の
一つの到達点である、台北帝国大学土俗・人
種学教室から刊行された『台湾高砂族系統所
属の研究』にも少なからず手がかりを与えた
ことも指摘されることになり（笠原図書３）、
こうした学術研究を担う当事者の履歴につ
いても明らかにすることで、原住民族の分類
作業に関わる調査の観点がどのような背景
をもって選択されていったのかを理解する
糸口が得られた（森口図書４）。それは文化
事象の平面的な展開を地域的に比較すると
いう視点であり、物質文化、特に、装飾芸術
作品の分類とパターンが関心の対象とされ
ていた。平面的な展開の部分が後の原住民族
分類の礎となる調査に生かされていたのは
特に注目に値し、地域的な比較結果を裏付け
る歴史的な脈絡をとらえることが原住民族



分類に求められたことが理解できる。 
（２）は主として、宮岡（研究分担者）と野
林（研究代表者）が中心となって取り組んだ。
宮岡は、伝統、慣習行事とエスニシティとの
関係について、伝統祭祀（ツォウ族/マヤス
ヴィ）が「重要民俗」に指定された経緯等に
関する基礎資料収集調査や、象徴的な民族資
料に焦点をあてた文献渉猟と現地のフィー
ルドワークを実施した。これらの調査、研究
からは本研究計画の主要な課題である、日本
統治時代の民族分類と現代におけるエスニ
シティの覚醒から派生している民族分類と
の連続性や変化を考察していくうえで不可
欠となる基礎データが得られた。重要な知見
は、社会の中で踏襲されてきた身分とその象
徴的な資料は社会をとりまく政治経済状況
で変化しうるということである。とりわけ、
社会を秩序づける指導的身分が、社会の中で
自律的に発生したものであるとは限らず、外
部環境との相互作用の中で決定される余地
があることが、ツォウ族の伝統的リーダーシ
ップの地位を通して明示されたことは特筆
に価する（宮岡図書２）。野林はこうした日
本統治時代の主として物質文化のもつ意味
を原住民族ならびに平埔族の現代の文化復
興活動の中に実践的に位置づけてきた（野林
雑誌論文１、図書１）。そこで、構築された
一つのモデルは、原住民族と博物館とが協働
関係をむすぶうえでの結節点が、現地の言葉
で「重製」「重建」とよばれる工芸生産であ
る。これは、過去に収集された民族資料の調
査、分析を行うことによって、笠原らが示し
た下位分類が現在の民族認識にも通じるも
のであることを実践的にしめすものである。
すなわち、施政者が行政的にしめした分類に
包含される下位の（詳細な）分類が実体をと
もなって存在しつづけてきたことである。そ
して、それを継承させることが民族の分類も
保持することにつながることは、民族分類の
将来的方向性を示すこととなった。 

 
また、研究計画参加者全員で、現地におけ

る原住民族の文化研究の中核機関である国
立台湾史前文化博物館（台湾台東市）におい
て、戦後における原住民族社会の変容に関す
るワークショップ（2012.01）を開催し、台
湾の研究者ならび当事者である原住民族の

人々と民族分類に関する議論の場を設けた。
日本統治時代と現在とを連結させて考えて
いくうえで、不可欠となる 1970 年代から 80
年代にかけての当事者の民族意識やエスニ
シティに関する基本的なデータを、従来の聞
き取り中心の調査から双方的な議論を通し
た手法によって収集することができた。これ
には、①原住民族側からの施政者、支配者の
分類、②原住民族内での他者分類という、「オ
クシデンタリズム」的要素も包含されており、
新たな課題を今後考えていく材料として貴
重であると判断している。 
 以上の成果は、中間報告書を電子ファイル
化（PDF・A4 版・122 頁）し関連諸分野の内
外の研究者に配信した（2013．6）。従来の科
学研究費補助金による研究成果は終了年度
に紙媒体による研究報告書をまとめるもの
が多かったが、本課題では中間時の成果を公
開し、他の研究者による批判的検討により議
論をきたえ、後半の研究活動をより洗練して
いくことを企図した。研究課題全体の総括的
な成果としては、2014 年６月に『台湾原住民
研究の射程ーー接合される過去と現在』（日
本順益台湾原住民研究会編・野林主編）を上
梓し、研究分担者ならびに研究代表者各人の
総括的な成果論文を発表した。 
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